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附属図書館の電算化システム開設によせて
学　長　脇　坂　行　-
医科大学の附属図書館は、大学にとって教育、研究、診療の使命を果たすために欠くことのでき
ない重要な施設であり、また大学の知的活動の水準を示す一つの指標でもある。
本学の附属図書館では、創設当初より新しい情報化時代に対応しうる機能的に匪れた図書館の建
設を目ざして、図書館業務の機械化、視聴覚教育設備の充実等の計画が進められてきたoその一環
として昭和53年9月より初代図書館長野崎光洋教授のもとで、コンピュータによる文献検索シス
テムJOIS (JICST On-line Information System)が導入され、 JICST (理工学)・
CAS (化学) 、 MEDLARS (医学)等の文献ファイルを中心に、必要な学術情報を検索するサー
ビスが実施されるようになって、研究者に利用されてきた。
文部省においても、昭和55年1月に学術審議会より提出された「今後における学術情報の在り
方について」の答申を受けて、学術情報システムの中枢となる学術情報センターについての調査研
究が進められ、昭和61年4月に東京大学文献情報センターが、国立の共同利用機関としての「学
術情報センター」に拡充移行され、全国の大学図書館のネットワーク化が推進されることとなった。
近畿地区でも、昭和56年3月に滋賀、京都、奈良の7国立大学が参加して、近畿北部地区国立大
学図書館機械化ネットワーク協議会が設けられ、図書館業務のネットワーク化についての検討が進
められてきた。本学の附属図書館では、学外のデータベースのはかに、学内の研究用小型コンピュ
ータを用いて本学における所蔵外国雑誌のデータベ-スを作成し、研究者の利用に供してきたが、
上記の近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会が発足するとともに、積極的にこれ
に協力してネットワーク化の構想を進め、昭和61年度には本学の要望に応じて文部省より附属図
書館電算化システムの開設に必要な予算が認められ、昭和62年2月2日にその開通式が挙行され
た。全国の大学附属図書館のネットワーク化は緒についたばかりであり、これから各図書館におけ
る所在情報データベースの作成等図書館員の負担も増えることと思われるが、今回の新しいシステ
ムの開通によって、近畿北部地区の地域センター館である京都大学附属図書館及び「学術情報セン
ター」を通して、学術情報の検索機能が一段と向上することとなったO　このことは、私達にとって
誠に喜ばしいことであり、ここに至るまでの本学附属図書館の歴代の館長及び図書館職且各位の御
尽力と、関係各方面の御支援と御協力に深く感謝するとともに、今後一層の発展を祈っている。
近年における科学技術の進歩は目覚ましいが、益々高度、複雑化する情報化時代を迎えて思うの
は、大学は学問の場であると同時に、人間形成の場でもあるということである。人間形成における
読書の意義は大きく、この点でも大学の附属図書館は重要な役割をもっている。ことに、医科大学
に学ぶ者に対しては、将来社会の人々から信頼される良き医師あるいは医学者になるために、医学
における深い知識と優れた技術ばかりでなく、幅の広い教養と豊かな人間性が要求される。大学の
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附属図書館には、そのための心の糧を供給する宝庫としての機能も期待される。
19世紀の終りから20世紀の始めにかけて、匪れた医学教育者、研究者、内科臨床家として米国、
カナダ、英国等の医学界に大きな足跡を残したWilliam Osier教授は、医学の基礎となる科学
(Science)と、それを患者に適用する場合の技術(Art)を相互に関連させることの重要性.を鞍
調し、医学生に対する講演の中で、 「医学はScienceとArtである。諸君の仕事の3分の1は専門
書以外の範噂に入るものである。 」と述べ、医学生は一般教養を身につけるために自らを磨かなけ
ればならないと説いている。そのためOsier教授はBedside libraryとして、寝る前の30分間を
教養のための読書にあてることを勧め、教養書の例として次のような書物又は著者名を挙げている。
1) Old and NewTestament、 2) Shakesf莞are、 3) Montaigne、 4) Plutarchs Lives、
5) MarcusAurelius、 6) Epictetus、 7) ReligioMedici、 8) Don Quixote、 9) Enト
erson, 10 ) Oliver Wendell Holmes-Breafast-Table Series 、 (Osier:Aequanimitasに
よる)
Osier教授の教えを受け継ぎ、さらにこれを広めるために、英国、米国、カナダ等に種々の団体
があり、日本でも昭和58年9月に日野原重明博士を会長として日本オスラー協会が設立された。
昭和60年9月京都で開催されたEl本オスラー協会の講演会で、米国のBaylor医科大学のRobert
E. Rakel教授は、医学に携わる者に専門以外の教養書の必要なことを述べ、米国のオスラー協会
会員94人のアンケート調査から、 Osier教授のBedside libraryの現代版として、次のような書
物又は著者の作品が多く読まれていると述べている　1) William Osier(42) (括弧内は94人
中回答のあった73人中の人数) 、 2) Harvey Cushing (27) (The Life of Sir WilliamOs-
ler (26) 、 ConsecratioMedici andOther Pa閉rs(D)、 3) Bible (26) 、 4) William
Shakesf治are (18) 、 5) A.C-onan Doyle (17) 、 6) LewisThomas (14) 、 7) Mi-
quel de Cervantes Saaverda (Don Quixote) (ll) 、 i) Oliverwendell Holmes (ll)
(BreakfastJTable Series (8) Medical Essays (3) ) 、 9) JamesMichener (.ll) 、
10) SirWinstonChurchill (10) 、 Charles Dickens (10) (以下略) 0
わが国においては、当然わが国に適した教養書が考えられるが、 Osier教授の医学、医療に携わ
る者の心構えを説いた教えは、現在においてもなお新鮮であり、私達に深い感銘を与える。近年医
学、医療において科学技術重視のあまり、ややともすれば心の面が軽視される傾向にあるが、 E]進
月歩の現代の医学、医療の中にも患者を病気に悩む人として全人的にみるヒューマニズムをとり戻
し、社会の人々がどのような医師、医学者を求めているかを深く考え、学と術と道の調和のとれた
医学の教育、研究、診療が行われることを切に望むものである。
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地域医療のあり方と現状
???
今回「地域の医療を考える」というテーマで
投稿依頼を受けたのでありますが、その前提と
してまず、 「健康保険滋賀病院とは何か」とい
うことについて申し述べたいと思います。
私共の病院は、昭和28年5月、厚生省が現
在地に50床の病院を設立し、その経営を滋賀
県社会保険協会に委託して、内科、外科、呼吸
器科を標模して開業したのが始まりでありま
す。
昭和33年に全国の社会保険病院が統合され、
以後全国社会保険協会連合会(以下全社連と略
称します)が厚生省から経営を受託して、今日
まで運営を続けてきたものであります。
一五大正11年に制定された健康保険法には、
「政府管掌健康保険の保険者である国は、被保
険者等の疾病や負傷のために必要な施設を設け
ることができる。そして、この施設に関する事
務は都道府県の知事が行なう」と定められてい
ますo　この法令に基づいて滋賀県知事は、滋賀
病院を法にいう必要な施設と定め、全社連との
間に受託契約を締結いたしました。
従って、私共の病院の運営方針は、一義的に
はこの契約に束縛されるものであります。契約
書はまず、病院は政管健保の被保険者とその家
族を優先的に診療するとした上で、以下の4項
目を運営の基準として並べています。 (11社会保
険診療を模範的に行なうこと。 (2政管健保の被
保険者等を主な対象として、疾病の予防、健康
の保持増進の指導をすること(3)社会保険診療
??????????????
に関する調査研究をすること。 (4保険医等に対
して診療上の利便を供与すること。以上の4つ
がそれであります。
さてー最近とみにいわれる地域医療でありま
すが、私は不勉強の故に正確な定義を知りませ
ん。
しかし、どんなに解釈してもこれは言葉どお
り地域の住民が安心して医療を受けられる医療
機関のあり方を追究するものでありましょう。
特段に一定の地域の住民が、一般の人と違っ
た利便を供与されることが不可能である以上、
そして、一次、二次の医療機関が、遠隔地から
の患者さんを基盤に成立つことがむずかしいと
いう常識の中では、三次医療機関を除くすべて
の病医院がこの地域医療ということを考えざる
を得ないと思われます。これ程判り切ったこと
が、事更に強調されるのは、恐らく、一次、二
次の医療機関の連携を円滑にしたい、という願
望の表現なのでありましょう。近頃強調される
病診連携という言葉は、その心において地域医
療と同義語であろうかと私は思っています。更
にこの病診連携が主として地域医師会から提起
されている現状は、むしろ、公的医療機関の問
に、地域医療の具体化に対する掘り下げが足り
ないということでありましょうか。
以上のように考えてきますと、地域医療の具
体化は比較的単純に模式化されてくるように思
えます。以下に列挙してみますと、 1)開業医
を主とする一次医療機関は、周辺住民のEj常の
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健康管理と疾病の治療に専念する。 2)もし濃
厚な検査や治療、或は入院治療を要するものに
ついては、患者に繁雑な手続きを踏ませること
なく、二次医療機関に送り込む。 3)二次医療
機関は、その力量の範囲では十分な診療を行な
いつつ、紹介医にその経過を報告する。必要
に応じて、三次医療機関に患者を紹介する。 4)
退院後のアフターケアについては、一次医療機
関に依頼する。まことに簡単なEgl式ではありま
すが、現実には医療を取りまく社会状勢の厳し
さや、専門家としての医師の誇り、更には。情
報過多に起因する患者側の迷いや不信などによ
って、思う程単純に割り切れないのが実情であ
りましょう。
しかし、以上のように考えてきますと、先に
述べた県知事と全社連との受託契約書には、地
域医療を重視する現在を見越したように適切な
ものと思われます.私共の滋賀病院では早くか
ら地域的な病診連携を重視して、いくつかの施
策を進めてきました。医師が比較的少数で日常
診療に追われるあまり、思ったようには進捗し
ないのが現状でありますが、そのいくつかにつ
いては、かなりの成果を挙げているものと自負
しています。 1、 2の例をあげてみますと、 (ll
-次医療機関からの紹介患者は、どんな満床の
時でも、時間を問わずお引受けしています。こ
のため内・外・呼吸器科の医師は、常に2名以
上が院内公舎に居住して非常に備えています。
(2医師会の要請に応じて呼吸器勉強会は、すでに
3年半にわたって定期的に開催していますO　こ
のことは、単に開業医の方々の勉強に役立って
いるだけではなく,気軽に病棟を訪れていただ
ける雰囲気を造り出しているものと考えていま
す。 (3私共の病院が国から指示された任務とし
て、年間1万人近い政管健保被保険者の成人病
健診を行なっていますが、私共は、高血圧、糖
尿病、肝炎などの境界域にある人たちの指導管
理を重視し、近隣開業医に主治医を依頼して定
期的に管理を受けるよう、積極的な啓蒙に取組
んでいます(4)更に、健診のデータが企業の健
康管理医の手許に整備されるよう県医師会と交
渉中であります。
地域医療を重点に、誰しも思いつつ、なかな
かうまく運ばないことも少なくありません。
医療機関に対する必要以上の締めつけという、
国の政策もからんでいるのかもしれません。
しかし、困難の中でも一つ又一つと、私共の
努力が実をむすんでいることを、折にふれ噛み
しめているこの頃であります。
(総合病院健康保険滋賀病院副院長)
本格的な薬物学書の翻訳
校本治朗
ワ-トル薬性論　林洞海訳　安政3年刊
全18冊
今回紹介する『ヮ-トル薬性論』は、オラン
ダ人医師ファン・デル・ワ-トルの著書F薬性
論』を蘭医、林洞海が翻訳したものである。洞
海は、文化10年(1813年)豊前の国、小倉
の篠崎村で生まれた。小林杖策と称して郷里で
小笠原氏に仕えていたが、天保5年21歳の時
江戸に出て足立長篤の門下でオランダ医学を学
んだ。そこで蘭医、佐藤泰然と旧知の仲となり
彼の長崎遊学に同行し、有名なオランダ商館長
ニーマンや医師シーボルトに師事することにな
るのである。その後洞海は、再び江戸にもどり
佐藤泰然の主宰する和田塾に居住し、同塾に収
蔵されていたワ-トルの薬性論を読み感銘を受
けるのである。そこで天保9年、洞海はその翻
訳を決意し、 3年の歳月をかけこれを完成させ
るのである。翻訳には苦労したことが伺われる
が、とりあえず30部写本を作成し、洞海はこ
れを売って学資にあてたという。
本書の巻頭をみると、洞海がワ-トル薬性論
を訳するに至った動機が述べられている。それ
によると洞海は江戸で初めてその原書に出会い、
その匪秀さに感錆を受け時々その処方を応用し
ていたが、その詳細をすぐに忘れてしまう。そ
こで全訳にふみきったとその動機が記載されて
いる。本書では薬物学を医学のひとつの科目と
明示しており、薬剤の詳細な効能、使用法,輿
造法が書かれている。ここで注目されることは、
薬性学とは病状にしたがって薬物の効害を明ら
かにすることだとしている点である。例えば巻
7の麻酔の項では、 F麻酔剤のことをオランダ
語ではナルコチカという。神経・筋肉の感触過
敏・運動劇迅を直ちに奪却するものである。 ***
-中略・--阿芙蓉(阿片)はオピウムといい、
蝉栗球からとれる.熟のあるとき、リューマチ、
下痢などに投与してよい--・以下略』とある。
医史学上、我が国の西洋薬物学は、桂川甫周
の和蘭薬選を噂矢とし、ワ-トル薬性論により
一応の水準に達っしたと評価されている。ワー
トル薬性論以後の西洋薬物学書としては,済生
三方(フ--ランド著、杉田成卿訳) 、七新薬
(ボンベ著、司馬凌海訳)が刊行され、当時の
医学界に影響があたえられた。ワ-トル薬性論
は、これら薬物学書物が広く読まれるための土
台を築いたといえよう。
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天保14年洞海は江戸の薬研堀で開業すると
ともにワ-トル薬性論の増補改訂にのりだした。
嘉永3年に本書の出版許可を幕府に願い出たが
却下された。しかし、その後安政3年に結局出
版許可が得られた。その背景には幕府の蘭方禁
止令が解かれるという好事情もあったが、これ
によってワ-トル薬性論の訳者、林洞海の名は
世に知られることになったのである。当大学所
蔵のワ-トル薬性論も安政3年の刊行本である。
その後洞海の人生は順風満帆であり、幕府医官
に召し抱えられ法眼となった。また故郷小倉藩
の侍医にも迎えられワ-トル薬性論を上梓した。
明治維新後は皇太后宮附の侍医となり、沼津病
院副医院長、大阪医学校校長を歴任した。
明治28年83歳で亡くなり、その基は駒込Z)
吉祥寺にあるO
(産婦人科学教室・助手)
夜間アルバイト雑感
大測 尚
初めての登場であります。まずは自己紹介か
ら。小生は医学の勉強のかたわら、図書館で仕
事(夜間カウンター業務)をさせてもらい給料
を頂いている、いわゆるバイト学生であります。
なぜか館内では「珍念さんと呼ばれているので
ありますO年令は23歳、年'令だけからいう
と今はやりの「新人類」になるはずだが、まわ
りの人は小生のことを、そのようには呼ばない
のであります。 「百聞は一見に如かず」一度カ
ウンターでとくと御覧あれ。
バイト学生の良いところは、 「職員であり、
かつ利用者でもある」ということであります。
利用者でないと分からんようなことは、沢山ある
もんであります。一例をあげますと、ある日の
こと、小生も人間であります、急に「お手洗い」
(なんど聞いても良い言葉です)に行きたくな
ったのであります。それも大きい方へ。小生は
日本人でありながら和式は嫌いでありますので、
洋式の方-お邪魔したわけであります。そして
暫く有意義な時間を過ごした後、小生が気分も
晴ればれと立ち上がろうとしたその時でありま
した。何者かが小生のお尻を、摘まんで引き止
めたのであります。小生は「さては有名な『あ
かなめ』 (このお化けを知らん人は、図書館に
は有りませんが妖怪事典でもひいて下さい。 )
の仕業か」と思ったのでありますが、 「良く考
えてみるとあれは日本のお化けのはず、洋式に
出るのはおかしい」などとバカなことを思いな
がらも下を覗きこんだのであります。結局、プ
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ラスチックの便座にヒビが入っていて、座った
際にヒビが広がり、そこにお尻がはさみ込ま
れてしまったが故の事件と判明したのでありま
す。日頃、誰からもお誘いのない小生でありま
したので、例え「お化け」であってもお誘いを
受けて嬉しいという気持を完全に裏切られ、そ
の腹いせから職員の方に文句を言ったのであり
ます。しかし.そのお陰でその後同様の事件は、
現在に至るまで起こっていないとのこと、先ず
はめでたし、めでたし。
とまあ以上のようなことは、 『利用者』でな
ければ分からんのであります。小生は利用者と
職員をつなぐ橋になりたい、と思っているので
あります。その小生が最近憂えていることが一
つあるのであります。それは、よく学生さんの
方から「ここの図書館は本が少ない、内容が新
しくない」という意見を聞くので、そのことを
職員の方に話をしたところ、 「新しい本は入れ
ている、でもそれは皆んなが必要な時に、貸出
し手続きをせずに持ち出すために、一時行方不
明なるんだ」という寂しい声が返ってきたので
ありますoたしかに小生が必要とする本が消息
を絶っていたこともあるのであります。小生が
思いますに、ここの図書館に『座敷わらし』が
住みついているとも思えませんし、第-新しい
本、授業に必要な本ばかり一時的にせよ消息を
絶つというのも変な話であります。となると、
どんなにアホな小生でも、そのとき、非常に申
し訳ないような悲しいような複雑な気持になっ
たのであります。
皆さんは図書館をどのようにお考えでしょう
か。たしかに双方に言い分はあると思います。
しかし、図書館は「利用してやる」ところでは
なく「皆んなが利用している」ところでなけれ
ばならないと思うのですo利用者は図書館の悪
口を言い、図書館側も利用者の悪口を言うよう
では、あまりに情ないではありませんか。小生
のような者がこんなことを書くのもなんですが、
もっとお互い相手のことを考える必要があるの
ではないでしょうか。 「今読んでいるこの本は
他の人も利用したいと思っているんだ」と考え
れば、少なくとも、本の返却が-カ月も二カ月
も遅れたり,本が見るまに汚れていったり、ま
して一時的にせよ消息を絶ったりするなどとい
うことは起こり得ないことと思います。
小生も-利用者としては、この図書館は総合
大学の図書館や県立図書館より建物は小さい、
本の貴も十分ではないと感じています。しかし、
同時に、利用者と職員相互の努力を今よりもっ
とすれば、努力した分もっと使い良い図書館に
なるのではないかとも思います。
このままではあまりに情けない。本の量が十
分でないところに、本を汚す、返却期限は守ら
ない、そのうえ貸出し手続きもせずに持ち出す、
今一度よく考えてみて下さい。
(滋賀医科大学　3回生)
-8-
am
Bfl
図書館業務電算化システムの導入に当たって
r
′■
本学図書館にも本年2月から電算化システム(別図のとおり)が導入され、京都大学附属図書館
及び東京の学術情報センター(以下「NC」)と接続(京都大学附属図書館経由)の上業務を開始した。
これにより、図書・雑誌の受入れの事務処理や閲覧・貸出業務、また将来的には可能となる目録
所在検索等の電算化への第一歩を踏みだしたことになる。
本学の図書館業務電算化システムは、昭和56年4月に開催された滋賀・京都・奈良地区の国立
7大学で組織される近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会での合意に基づき、ま
ず地域センター館(以下「RC」 )である京都大学附属図書館で昭和60年1月から電算機が稼働
したことに伴い、本学もネットワークへの参加図書館として予算要求を行っていたところ、本年2
月からの導入が認められたものである。
現在、メーカー側のオペーレーション教育や、館内レベルで初歩的な目録検索、目録登録等の実
習を受け、教育モードで運用しているところである。
一方、閲覧・貸出業務のための図書の書誌データづくりの作業も順調に進捗しており、遡及入力
も昭和62年度中には完了する見込みである。これらのデータは、また近畿北部地区のローカル目
録データベースとしても利用される。
昭和62年度から業務モードによる運用に移行していくが、電算化の対象となる業務の計画概要
は次のとおりであり、これらを順次実施していく予定である。
1.図書受入業務
受入用書誌データの取り込み、発注用リスト作成、検収、未納督促、支払用リスト作成、登録、
物品管理、収書速報、受入状況の把握,受入・所蔵統計を対象とする。
2.図書目録業務
コピー目録作業/所蔵入力、オリジナル目録作業/所蔵入力、著者名典拠データ入力をR C経
由でNCとの間で行う。
RC内の近畿北部地区ローカル・ファイル(以下「ローカル・ファイル」 )に目録データを転
送し、 E]録カードを作成する。 E]録作業に必要なE]録レコードは、 NCのLC MARC等で検索
し利用する。見付からない場合は、オリジナル目録レコードとして入力するとともに、著者名典
拠データの入力を行う。いずれの場合も所蔵レコードの入力を行う0
3.閲覧・貸出業務
1)窓口業務
貸出・返却、予約、罰則、貸出条件設定、の名処理と貸出情報の表示を対象業務とする。
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2)利用者登録業務
利用者の登録・削除,利用者情報の変更・問い合わせを対象業務とする。
なお、将来的には利用者自身が、必要とする図書の目録所在検索を端末機により行うことが可能
となる。
4.予算管理業務
図書・雑誌の購入に伴う予算差引管理と、これらに関する各種帳票、統計資料の作成を対象業
務とする。
5.雑誌受入業務
受付雑誌の書誌情報の取り込み、予約、契約・発注、受付チェック、欠号督促、精算・支払、
統計を対象業務とする。
受付雑誌の書誌情報の入力作業を省力化するため、 RC等の各種ファイルを利用する。
日々の受付チェックは本学端末機で行い、一定期間ごとに一括してR Cへ転送し、 RC内の雑
誌受付ファイル(ローカル・ファイルの一つ)に追加する。
6.雑誌目録業務
書誌の登録・変更、所蔵データの登録・更新、各種目録リストの作成、及びオンライン目録の
実施を対象業務とする。
雑誌の目録作業はNCの雑誌サブシステムによって行う。所蔵データ及び書誌データはRC内
に蓄えられたデータをRCが定期的にNCへ送り、 NC内の雑誌書誌・所蔵ファイルを更新する。
7.参考調査業務
1)文献検索業務
図書・雑誌の書誌情報、所在情報及び二次情報の検索を対象とし、 R Cを経由してNCの各
種MARC、書誌ファイル、所蔵ファイル、二次情報データベースのオンライン検索を行う。
2)相互協力業務
所在を確認した資料の文献複写及び相互貸借に関する業務を処理する。　　　(図書課)
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図書館の活動(61.10.1-62.2.28)
10/17
10/29
10/30
ll/13
国立大学図書館協議会 ll/26　　　学術講演会「学術情報センターと
「相互貸借の推進方策調査研究
班」相互貸借小委員会第1回会　11/27
合(京大)
JICST　医申誌国内医学文献
ファイル説明会(大阪)
近幾地区医学図書館協議会第10
回実務者会議(大阪)
滋賀県国公立大学・公共図書館事
務連絡会(県立図書館)
附属図書館委員会(第46回)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
ll/17-20　昭和61年度大学図書館職員講習
会(京大)
ll/21 「相互貸借の推進方策調査研究班」
相互貸借小委員会第2回会合
mP3.
12/ 1
12/18
621/26
1/30
Oit
2/23-25
2/26
大学図書館の対応」 (神大)
第39回近畿地区医学図書館協議
会例会(兵庫医大)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
「相互貸借の推進方策調査研究班」
第3回会合(阪大)
近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和61年度主題別研究集会
(京大)
「相互貸借の推進方策調査研究班」
第4回会合(京大)
図書館業務電算化システム開通式
昭和61年度第5回目録システム
講習会(学情センター)
第2回学術情報センター・シンポ
ジウム(名大)
編　集　後　記
今回は、特にこの3月末で退官される学長の脇坂先生に寄稿頂きました。昭和53年10月に「さ
ざなみ」の創刊号(Library News)へ. 「図書館報」の発刊にあたって"と題して寄稿頂いたの
が,ついこの間のようです。先生の今後の御活躍と御健康を、館員一同お祈り申し上げます。いろ
いろとありがとうございました。
図書館業務電算化システムが2月からスタート。このシステムを広く知って頂くために、その概
要等を掲載いたしました。
電算化に明け暮れした慌ただしい昭和61年度も終ろうとしています。次号に御期待を/ (F)
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